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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
七
十
四
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
言
語
の
著
作

物
の
う
ち
、
三
次
元
有
形
静
的
芸
術
（
建
築
、
彫
刻
、
工
芸
、
手
芸
、
服
飾
、

着
物
、
日
本
刀
、
能
面
）
に
関
す
る
述
作
を
収
め
る
。 
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第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

  

セ
ン
タ
ー
試
験
に
共
感
覚
少
し
登
場 

  

二
〇
〇
八
年
一
月
十
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

国
語
第
一
問 

 

（
引
用
）「
深
さ
」
は
私
た
ち
の
前
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
に

あ
っ
て
、
私
た
ち
を
包
み
こ
む
。
し
か
も
私
た
ち
の
五
感
全
体
を
つ
ら
ぬ
き
、

身
体
全
体
に
浸
透
す
る
共
感
覚
的
な
体
験
で
あ
る
。（
引
用
終
） 

 

（
狩
野
敏
次
「
住
居
空
間
の
身
体
論
―
『
奥
』
の
日
本
文
化
」） 

 

こ
れ
は
、
比
喩
的
な
意
味
で
言
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
著
者
が
文
章
全
体
で
言
っ

て
い
る
こ
と
は
至
極
納
得
で
き
る
。 

  

建
築
家
が
「
共
感
覚
」
の
語
を
使
用 

  

二
〇
一
一
年
六
月
二
十
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

   

建
築
家
の
佐
川
旭
氏
と
い
う
方
が
、
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
「R

2
5

」（N
o
.2

8
7

、

二
〇
一
一
年
六
月
十
六
日
発
行
）
の
中
で
、
下
記
の
通
り
「
共
感
覚
」
に
言
及

さ
れ
て
い
る
。 

 

フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
「R

2
5

」 

h
ttp

://r2
5

.y
a
h

o
o
.co

.jp
/

（
閉
鎖
） 

 

→
（
二
〇
一
八
年
一
月
八
日 

追
記
） 

「
新R

2
5

」 

h
ttp

://r2
5

.jp
/ 

  

（
引
用
始
め
） 

 

「
子
ど
も
の
教
育
で
は
、
知
識
よ
り
も
心
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
心
根
の

大
切
な
要
素
で
あ
る
知
欲
・
意
欲
・
情
の
三
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
る
こ
と

で
、
素
直
で
人
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
く
、
感
性
豊
か
な
子
ど
も
に
育
ち
ま
す
。

け
れ
ど
、
現
代
は
家
族
の
関
係
も
希
薄
に
な
り
、
情
が
失
わ
れ
が
ち
。
生
活
の

な
か
で
子
ど
も
の
情
を
育
て
る
家
選
び
・
家
作
り
が
重
要
な
ん
で
す
」 

 

「
大
脳
生
理
学
で
い
う
“
共
感
覚
”
の
よ
う
な
も
の
が
重
要
だ
と
私
は
考
え
て
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い
ま
す
。
こ
れ
は
三
つ
の
刺
激
を
複
数
の
感
覚
で
捉
え
る
も
の
で
、
た
と
え
ば

“
高
い
金
属
音
に
冷
た
さ
を
感
じ
る
”
よ
う
な
こ
と
を
指
し
ま
す
。“
子
供
の
情

を
育
む
家
選
び
”
で
も
、
こ
の
“
複
数
の
感
覚
”
と
い
う
点
が
重
要
で
、“
三
つ

の
記
憶
を
複
数
の
五
感
に
刻
み
こ
め
る
”
家
な
ら
、
家
族
の
思
い
出
が
記
憶
に

刻
ま
れ
、
時
間
が
経
っ
て
も
温
か
な
感
情
を
思
い
起
こ
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
が
深
い
“
情
”
を
育
む
わ
け
で
す
」 

 

（
引
用
終
わ
り
） 

   

何
よ
り
も
知
識
を
優
先
し
て
動
か
ざ
る
を
得
な
い
職
業
で
あ
る
と
思
え
る
建

築
家
が
、「
子
ど
も
の
教
育
で
は
、
知
識
よ
り
も
心
を
育
む
こ
と
が
重
要
」
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
点
は
、
同
じ
境
遇
に
あ
っ
た
は
ず
の
数
学
者
の
岡
潔
が
子
ど

も
の
「
情
緒
」
を
「
知
識
」
よ
り
も
重
視
す
べ
き
だ
と
唱
え
た
点
に
似
て
い
る
。 

 

私
は
、
岡
潔
の
思
想
や
主
張
を
「
共
感
覚
」
的
な
哲
学
・
思
想
と
し
て
敬
愛

し
て
い
る
が
、
こ
の
建
築
家
も
「
大
脳
生
理
学
で
い
う
“
共
感
覚
”
の
よ
う
な

も
の
が
重
要
だ
」
と
し
て
、
「
知
識
」
以
前
の
「
心
」
や
「
情
」
に
「
共
感
覚
」

を
見
て
い
る
あ
た
り
が
、
非
常
に
鋭
い
視
点
だ
と
思
え
る
。 

 

私
も
仕
事
の
中
で
建
築
家
や
芸
術
評
論
家
に
接
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
視
点
を
持
っ
て
い
る
文
化
人
・
学
識
者
に
出
会
う
機
会
は
極
め
て
少
な

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
数
学
や
建
築
と
い
っ
た
学
問
・
芸
術
に
「
心
」

や
「
情
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
文
化
人
・
学
識
者
の
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
理
由
に
あ
る
だ
ろ
う
が
、
学
校
教
育
や
社
会
教

育
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
場
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

  

「
対
女
性
共
感
覚
に
基
づ
く
着
物
の
色
目
の
考
案
」 

  

二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 
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◆
昨
年
か
ら
今
年
の
初
め
に
か
け
て
、
僕
の
「
女
性
に
色
が
見
え
る
」
共
感
覚

を
用
い
て
着
物
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
対
女
性
共
感
覚
に
基
づ
く
着
物
の
色
目
の

考
案
」
と
い
う
共
感
覚
自
伝
兼
論
文
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
美
し
い

試
み
だ
と
言
っ
て
下
さ
る
方
、
色
目
の
名
称
を
気
に
入
っ
て
下
さ
る
方
が
い
て
、

僕
自
身
が
感
銘
を
受
け
て
嬉
し
く
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
概
要
と
色
目
の
名
称
だ

け
で
も
挙
げ
て
お
こ
う
と
思
う
。
本
文
自
体
は
、
い
つ
か
日
の
目
を
見
れ
ば
よ

い
と
思
っ
て
い
る
し
、
出
版
す
る
な
り
、
本
当
に
着
物
を
仕
立
て
る
な
り
、
何

か
機
会
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。 

  

■
発
想
の
概
要
・
目
的 

 

 

自
分
は
女
性
に
共
感
覚
色
が
見
え
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、
自

分
に
見
え
た
女
性
の
共
感
覚
色
を
、
そ
の
ま
ま
そ
の
女
性
の
体
の
部
位
に
該
当

す
る
衣
服
の
部
位
に
当
て
は
め
返
し
て
和
服
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
ま
た
、
そ
れ

が
和
服
の
文
化
伝
統
に
い
か
な
る
程
度
の
一
致
を
見
る
か
を
調
べ
る
。 

 

 

■
方
法 

 

 

① 

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
、
自
分
が
記
録
に
残
し
た
い
と
思
う
女
性

の
方
々
に
見
え
た
共
感
覚
色
を
、
見
え
る
た
び
に
メ
モ
し
て
お
い
た
。
ど
の
体

の
部
位
が
ど
の
色
か
、
ま
た
そ
の
色
が
他
の
色
と
ど
う
配
合
し
て
見
え
る
か
な

ど
、
事
細
か
に
記
録
し
て
い
っ
た
。
な
お
、「
文
字
や
音
に
色
が
見
え
る
」
な
ど

の
共
感
覚
と
同
じ
強
度
で
女
性
に
対
し
て
知
覚
さ
れ
る
共
感
覚
に
つ
い
て
は
、

強
く
感
じ
ら
れ
る
女
性
か
ら
考
慮
に
入
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
上
の
圧
倒
的
な

共
感
覚
を
知
覚
さ
せ
る
女
性
（
月
経
周
期
が
服
の
上
か
ら
紅
紫
色
と
紺
色
を
行

き
来
し
て
見
え
る
、
髪
の
長
さ
に
よ
っ
て
極
端
に
共
感
覚
色
が
変
わ
る
、
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
優
先
的
に
全
て
考
慮
に
入
れ
た
。
な
お
、
対
象
と
す
る
女
性
の9

割
は
、
僕
が
最
も
強
い
共
感
覚
を
感
じ
る
十
七
～
二
十
八
歳
の
女
性
で
あ
る
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
も
、
共
感
覚
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
女
性
に
つ
い
て
は
、
結
果

に
含
め
た
。 

 

 

② 

実
際
の
自
分
が
体
験
し
た
対
女
性
共
感
覚
を
外
れ
な
い
よ
う
に
高
い
精
度

を
保
ち
つ
つ
、
①
の
記
録
を
、
平
安
時
代
の
襲
色
目
や
江
戸
時
代
の
着
物
な
ど

あ
ら
ゆ
る
時
代
の
文
化
伝
統
に
照
ら
し
、
そ
れ
ら
に
反
し
な
い
形
に
収
ま
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
着
物
の
色
目
と
し
て
確
定
す
る
。
な
お
、
こ
の
段
階

で
切
り
捨
て
た
①
の
記
録
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。 

 

 

③ 

こ
の
手
法
で
色
の
組
み
合
わ
せ
を
増
や
し
て
い
き
、
自
分
に
着
物
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
い
と
思
わ
せ
る
女
性
を
網
羅
す
る
ま
で
続
け
る
。
色
目
の
名
称
に
つ

い
て
は
、
自
分
が
こ
れ
ま
で
自
分
の
和
歌
・
音
楽
な
ど
に
用
い
た
語
を
基
調
と

し
、
日
本
の
文
化
伝
統
に
反
し
な
い
語
に
よ
っ
て
付
け
る
も
の
と
す
る
。 

 

 
④ 
今
度
は
逆
に
、
面
識
の
な
い
日
本
人
女
性
に
つ
い
て
、
③
で
確
定
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
主
観
知
覚
的
な
色
目
を
外
れ
る
女
性
が
い
な
い
か
を
、
日
常
生
活
の

中
で
確
認
す
る
。
③
と
④
の
作
業
を
繰
り
返
し
て
、
で
き
る
限
り
の
主
客
一
致
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を
試
み
る
。 

 
⑤ 
現
在
の
と
こ
ろ
、
着
物
が
似
合
う
と
僕
自
身
が
感
じ
る
日
本
人
女
性
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
色
目
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
好

み
や
恋
愛
対
象
や
美
感
等
の
観
点
の
内
に
あ
る
日
本
人
女
性
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
色
目
か
ら
外
れ
る
共
感
覚
色
を
持
っ
て
い
る
日
本
人
女
性
に
は
今
の
と
こ

ろ
出
会
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
外
れ
る
女
性
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ

も
共
感
覚
を
感
じ
な
い
か
、
体
の
一
部
分
の
み
色
彩
や
音
楽
が
脱
落
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
例
え
ば
、
今
回
対
象
と
な
っ
た
女
性
に
見
え
た
共
感
覚
色
、
月
経
色

な
ど
を
結
果
か
ら
排
除
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
色
や
音
と
同
等
の
も
の
を

僕
に
知
覚
さ
せ
る
別
の
一
般
女
性
が
い
る
と
言
え
る
た
め
、
結
果
は
変
化
し
な

い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
万
が
一
、
今
後
こ
れ
ら
の
色
目
を
逸
脱
す
る
女
性

で
、
か
つ
結
果
に
含
め
る
べ
き
と
判
断
さ
れ
る
女
性
に
出
く
わ
し
た
な
ら
ば
、

結
果
を
書
き
換
え
る
必
要
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
と
き
に
は
自
分
の
共

感
覚
を
あ
り
の
ま
ま
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
書
き
換
え
る
こ
と
を
厭
わ
な
い

つ
も
り
で
あ
る
。 

  

◆
な
お
、
僕
の
こ
の
試
み
に
つ
い
て
、
和
服
に
詳
し
い
方
々
の
意
見
に
よ
る
と
、

そ
も
そ
も
僕
の
こ
の
試
み
・
僕
の
共
感
覚
の
様
相
自
体
が
、
人
間
が
衣
服
と
い

う
も
の
を
生
み
出
し
た
方
法
そ
の
も
の
の
再
現
な
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た
。

ま
た
、
現
在
の
日
本
人
が
着
て
い
る
洋
服
の
非
日
本
的
色
彩
感
覚
は
、
僕
の
よ

う
な
共
感
覚
を
持
つ
日
本
人
が
激
減
し
た
た
め
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
僕
自
身
も
感
じ
て
お
り
、
ま
た
今
回
の
試

み
の
趣
意
で
も
あ
る
と
思
う
。 

  

■
色
目
一
覧 

 

 

「
初
夢
」（
は
つ
ゆ
め
） 

、「
朝
露
」（
あ
さ
つ
ゆ
） 

、「
草
枕
」（
く
さ
ま
く
ら
） 

、

「
夢
通
路
」（
ゆ
め
の
か
よ
ひ
ぢ
） 

、「
初
花
」（
は
つ
は
な
） 

、「
舞
姫
」（
ま

ひ
ひ
め
） 

、「
雨
霧
」（
あ
ま
ぎ
り
） 

、「
初
雪
」（
は
つ
ゆ
き
） 

、「
細
声
」（
ほ

ぞ
ご
ゑ
） 

、「
花
莚
」（
は
な
む
し
ろ
） 

、「
空
薫
」（
そ
ら
だ
き
） 

、「
涙
川
」

（
な
み
だ
が
は
） 

、
「
月
夜
」（
つ
き
よ
） 

、「
星
月
夜
」
（
ほ
し
づ
き
よ
） 

、

「
文
枕
」（
ふ
み
ま
く
ら
） 

、「
夕
涼
」（
ゆ
ふ
す
ず
） 

、「
若
草
」（
わ
か
く
さ
） 

、

「
初
入
」（
は
つ
し
ほ
） 

、「
雪
斑
消
」（
ゆ
き
の
む
ら
ぎ
え
） 

、「
花
筺
」（
は

な
が
た
み
） 

、「
淡
雪
」（
あ
は
ゆ
き
） 

、「
花
雫
」（
は
な
の
し
づ
く
） 

、「
時

雨
」（
し
ぐ
れ
） 

、「
霧
籬
」（
き
り
の
ま
が
き
） 

、「
玉
梓
」（
た
ま
づ
さ
） 

、

「
枯
生
」（
か
れ
ふ
） 

、「
暮
合
」（
く
れ
あ
ひ
） 

、「
名
残
袖
」（
な
ご
り
の
そ

で
） 

、「
雲
澪
」（
く
も
の
み
を
） 

、「
水
棹
」（
み
さ
を
） 

、「
忘
花
」（
わ
す

れ
ば
な
） 

、「
澪
標
」（
み
を
つ
く
し
） 

、「
霜
枯
」（
し
も
が
れ
） 

 

 

「
夢
語
」（
ゆ
め
が
た
り
）（
上
の
画
像
の
例
） 

色
目
番
号
・
・
・3

4
 
 

 
●
面
識
の
あ
る
女
性
の
う
ち
常
に
こ
の
共
感
覚
色
の
女
性
・
・
・4

名 
 

●
天
気
・
体
調
等
に
よ
っ
て
本
色
目
を
他
の
色
目
と
共
有
す
る
女
性
・
・
・2
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名 
 

 
●
染
色
の
内
訳 

 

生
理
色
・
・
・
撫
子 

 

髪
飾
（
頭
部
共
感
覚
色
）
・
・
・
紅
梅
、
退
紅 

 

表
地
・
・
・
紅
梅
・
桜
・
紅
藤
・
苔
・
緑
、
退
紅
・
撫
子
・
菖
蒲
・
草
・
萌
黄 

 

裏
地
・
・
・
紅
梅
・
緑
、
退
紅
・
萌
黄 

 

帯
（
腹
部
・
腰
部
共
感
覚
色
）・
・
・
雀
茶
、
煎
茶 

 

 

●
色
彩
以
外
に
「
夢
語
」
に
該
当
す
る
女
性
に
知
覚
す
る
共
感
覚 

 

ロ
短
調
・
ホ
短
調
・
平
調
律
旋 

 

 

●
模
様
の
種
類 

 

楕
円
・
波
線
・
格
子
・
平
行
線 

 

・ 
 

・ 
 

・ 
 

「
竹
端
山
」（
た
け
の
は
や
ま
） 

、「
女
波
」（
め
な
み
） 

、「
姫
街
道
」（
ひ
め

か
い
だ
う
） 

、
「
水
無
瀬
川
」
（
み
な
せ
が
は
） 

、
「
香
箱
」（
か
う
ば
こ
） 
、

「
袂
露
」（
た
も
と
の
つ
ゆ
） 

、「
夕
化
粧
」（
ゆ
ふ
げ
さ
う
） 

、「
湯
化
粧
」（
ゆ

げ
さ
う
） 

、「
錦
木
」（
に
し
き
ぎ
） 

、「
莎
草
」（
さ
さ
め
） 

、「
姫
垣
」（
ひ

め
が
き
） 

、「
結
花
」（
む
す
び
ば
な
） 

、「
夜
桜
」（
よ
ざ
く
ら
） 

、「
風
便
」

（
か
ぜ
の
た
よ
り
） 

、
「
花
香
」
（
は
な
が
） 

、
「
砂
子
」（
す
な
ご
） 

、「
篠

原
」（
し
の
は
ら
） 

、「
寝
覚
」（
ね
ざ
め
） 

 

  

関
連
す
る
記
事 
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